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はじめに

　教員免許取得のための介護等体験事業は、学生のみなさんが福祉施設での介護体験や交流体験を通して、教員になるために必要な資質を育むことを目的に平成１０年度から始まりました。
体験施設からは「若いみなさんの頑張っている姿や話を聞けて良かった」「コミュニケーションをとることで利用者さんが明るく、表情も生き生きとして笑顔も多くみられるようになりました」などの喜ばしい声が多く届いています。
一方、関係書類の提出遅れや忘れ物があったために、体験がスムーズに行うことができなかったという残念な報告も入っています。下記の留意事項等を事前に確認のうえ、体験に臨むようにしましょう。
　介護等体験では、福祉サービスを利用しながら自立生活を送る人たち、その生活を支える職員、地域のボランティアなど、様々な人との交流があります。学生の皆さんにとって有意義な体験となるよう、また、これからの将来や進路について考えるうえで活かされることを願っています。
体験にあたって
体験施設、日程が確定したら

· 原則、体験施設、日程の変更はできません。

○ やむを得ない事情（病気や忌引き等）で体験実施が難しい場合は、速やかに学校に申し出てください。
○ 体験施設によっては事前にオリエンテーションが実施されています。受入施設連絡票の体験内容をよく確認して、実施される場合は必ず参加してください。

○　提出書類（例：健康診断書など）は早めに用意をしましょう。

　　※健康診断書の発行や細菌検査などに時間がかかることがあるので注意しましょう。

○ 体験施設について、施設種別やどのようなサービスを行っているかを事前に調べ、施設のホームページを見るなどして学習しておきましょう。

○ 介護等体験で何を学びたいのかということを自分なりに整理し、目的意識をもって体験に臨みましょう。
体験開始2週間前には
· 毎朝の検温、手洗い、うがいなどの基本的な感染症対策を心がけてください。

〇　受入施設連絡票に従って（電話連絡が必要な場合は電話をする）、持ち物や注意事項等の確認をしましょう。
※体験に備えて必要物品や提出物などの忘れ物がないように確認しましょう。

· 施設までの交通手段と移動にかかる時間についても調べておきましょう。

※可能であれば事前に施設へ訪問して移動経路の確認をしておきましょう。

※電車が遅延する場合を想定し、施設までのルートをいくつか調べておきましょう。

· 体調不良の場合、介護等体験はできません。体調に留意し健康管理をしっかりしておきましょう。
体験開始前日には
· 集合時間や持ち物などの最終チェックをし、忘れ物をしないようにしましょう。

· 荷物は必要最低限なものとし、不必要な物は持ち込んではいけません。
· 清潔な身だしなみを心がけましょう。（例：襟付のシャツ、チノパン等）

長い爪や髪の毛は、事故のもとになることがあります。体験時には爪は短くし長い毛髪は束ねましょう。
体験当日
· 当日の朝、検温及び風邪症状の確認し、少しでも体調に変化を感じた場合は必ず体験施設及び学校へ連絡をしてください。
· 無断欠席・遅刻は厳禁です。当日やむを得ない事情で欠席・遅刻をする場合は必ず体験施設及び学校へ連絡をしてください。
· 施設に到着したら、受付で学校名と氏名を伝えましょう。

「今日から介護等体験でお世話になります、○○大学の○○○○です。よろしくお願いいたします。」

· 明るくはっきりと挨拶をしましょう。

· 身支度を整え、腕時計やアクセサリー類は事故防止のためはずしましょう。

· 貴重品は自分で責任を持って管理しましょう。（不要なものは持ち込まない）
· 体験中は携帯電話等の電源は必ず切ってください。また施設内では持ち歩かないようにしましょう。
· 休憩・喫煙は必ず担当職員の指示を仰ぐようにしてください。

· 分からないことや、困ったこと事は、自分で判断せず、必ず担当職員に相談してください。
· 居室は利用者のプライベートな空間です。その場でのマナーを守りましょう。
· 施設内で知り得た利用者の個人情報及びプライバシーを外部に漏らしてはいけません。
※職員や利用者の名前を記録等に記載する時はイニシャルにする。

· 自分の提案や主張などは、利用者の前で発言せず、担当職員との打合せの際に率直な意見として述べて
ください。

· 退出する際は、必ず担当職員等に挨拶をしてから帰りましょう。
体験に関して困ったときは・・・
〇まずは学校に連絡・相談をしましょう。
体験最終日（証明書について）
· 体験最終日に福祉施設に証明書の発行について確認をしてください。

○　介護等体験は修了した日数分の証明書が発行されます。体験日数は5日間もしくは7日間必要となっています。（学校により必要日数は異なりますので不明な場合は学校に確認しましょう）。体調不良などでやむを得ず欠席した場合は、不足日数分の対処方法について必ず学校に相談してください。

※不足日数分の体験を行う場合は、年度内に終了するようにしてください。
○　受入施設連絡票⑳欄に、証明書の受け渡し方法が書かれています。後日郵送と記載のある場合は、必ず宛名を記入し切手を貼った返信用の封筒を用意してください。（大切な書類ですので、レターパックなど追跡できるものをお勧めします。）
